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本研究では、高分解能X線検出器である超伝導移端マイクロカロリメータ (TES)を、中性分子の質量分析に応
用し、 宇宙空間での分子の生成・ 崩壊ダイナミクスを解明することを目標としている。具体的には理研の極低
温静電型イオン蓄積リング RICEに TESシステムを導入し、低温で振動回転準位を制御した蓄積イオンと中性
ビームの合流衝突実験により、直線炭素鎖分子の生成・崩壊ダイナミクスを明らかにする。TESを使用すること
で、それらの生成物を高精度で質量分析できると見込まれる。TES分子検出応用に向けた技術的な懸念は、通常
はX線入射窓ありで動作させるが、分子を通すために窓を取り去り、それにより生じる磁場、熱輻射、電磁ノイ
ズを抑えることである。以前、我々はこの困難をシールド方法や窓材の工夫により解決する事に成功し、粒子信
号の初検出にも成功した（’18春 P116a）。RICEに TESを導入するにあたって、TES は RICE のビームポー
トから 50cm 以上離れた場所に設置する必要があり、輻射などの外部からの熱流入の影響を少なくすることが必
須である。さらに、TES部分の真空度は ∼ 10−6Torr、RICE 部分は ∼ 10−10 Torr以下 となっているのでこの
真空度の差にも対策が必要である。そのため我々は TES と RICE の間に長さ約 100cm 半径 1cm の筒状の輻射
シールドを設置し、これをGM 冷凍機で冷却することで TES に入る輻射熱の減少を図った。差動排気を行うこ
とで真空度の差による影響も少なくしている。本発表では前述のシステム構築の進捗について報告する。


